
第６－２号様式（第14条、第21条関係）

ＦＡＸ等送信先：一般財団法人長野県建築住宅センター

ＦＡＸ番号： ０２６－２１９－２３１５ Eメール： nj-honsho@n-jutaku.or.jp

（第一面）

住所　

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

部材の品質□無 □ □ □部材の品質 □ □適　□不適 □適　□不適

土台・柱等□無 □ □柱の小径 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □土台の継手位置 □ □

□ □ □ □アンカーボルトの □ □

　品質

□ □ □ □アンカーボルトの □ □ □

　埋込み長さ

□ □ □ □アンカーボルトの □ □

　位置

耐力壁等 □無 □ □筋かい耐力壁の位置 □ □ □適　□不適 □適　□不適

　・長さ

□ □筋かいの種類・断面 □ □

□ □ □ □面材耐力壁の位置・ □ □ □

　長さ

□ □ □ □面材の種類・厚さ □ □ □

□ □ □ □釘の種類と □ □ □

　止め付け状態

準耐力壁等□無 □ □ □ □準耐力壁の位置・ □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

　長さ

□ □ □ □たれ壁・腰壁の □ □ □

　位置・長さ

□ □ □ □たれ壁・腰壁の □ □ □

　幅と両隣の状況

□ □ □ □面材の種類・厚さ □ □ □

□ □ □ □面材の高さ □ □ □

□ □ □ □釘の種類と □ □ □

　止め付け状態

検査項目
関連図書

確認時期
確認内容

検査方法
判定結果（適・不適）及び指摘事項の記

録

（　木造軸組工法　）

現場審査の種類※

現場審査日※

　　一般財団法人長野県建築住宅センター住宅性能証明業務規程第14条第１項又は第21条第２項に基づき、施工状況報告書を提
出します。施工状況報告書に記載する内容は、事実に相違ありません。

      　　年　　月　　日　　　　　第　　　　　号申請書受付年月日及び番号※

工事施工者※

氏名又は名称

電話　　　　（　　　）

施工状況報告書（耐震）

住宅性能証明業務

証明申請者※

家屋の所在地（地名地番）※

施工管理責任者氏名

□　基礎配筋工事完了時の現場審査　　　　□　躯体工事完了時の現場審査
□　竣工時の現場審査

      　　年　　月　　日

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄
変更
等の
内容
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（第二面）

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

床組等 □無 □ □ □火打ちの位置・種類 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □火打ちと取り合う □ □ □

　梁

□ □火打ち材の止め付け □ □

　状態

□ □ □面材の種類・厚さ □ □ □

□ □ □根太の寸法・間隔 □ □ □

□ □ □根太の取付工法 □ □

□ □ □釘の種類と止め付け □ □ □

　状態
屋根面 □無 □ □屋根勾配 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □面材の種類・厚さ □ □ □

□ □ □垂木の寸法・間隔 □ □ □

□ □ □釘の種類と止め付け □ □ □
　状態

接合部 □無 □ □ □接合金物の品質 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □筋かい端部の接合部 □ □

□ □ □柱脚・柱頭の接合部 □ □

□ □ □床・屋根の接合部 □ □

□ □ □胴差と通し柱の □ □
　接合部

基礎・１ □無 □ □ □基礎の配置 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適
（寸法・
　配筋等） □ □ □根入れ深さ □ □ □

□ □ □立ち上がり部分 □ □
　の高さ

□ □ □ □立ち上がり部分 □ □ □
　の厚さ

□ □ □基礎底盤の寸法 □ □ □

□ □ □主筋の径・位置 □ □ □

□ □ □補強筋の径・位置等 □ □ □

□ □ □開口周辺等の補強 □ □ □

横架材 □無 □ □ □床大梁の断面・ □ □ □ □適　□不適 □適　□不適
　間隔

□ □ □床小梁の断面・ □ □ □
　間隔

□ □ □小屋梁の断面・ □ □ □
　間隔

□ □ □胴差の断面 □ □ □

□ □ □根太の断面・間隔 □ □ □

□ □ □垂木の断面・間隔 □ □ □

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄
変更
等の
内容

確認内容

判定結果（適・不適）及び指摘事項の記
録検査方法検査項目

関連図書
確認時期
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（第三面）

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

免震建築物□無 □ □ □ □ □免震層 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □ □免震材料 □ □

□ □ □ □上部構造 □ □

□ □ □ □ □下部構造 □ □

□ □ □ □落下・挟まれ防止等 □ □

□ □表示 □

□ □ □管理に関する計画 □

地盤 □無 □ □ □地盤の種類・支持力 □ □ □適　□不適 □適　□不適

地業 □無 □ □ □地業の状態 □ □ □適　□不適 □適　□不適

基礎・２ □無 □ □ □基礎の構造方法 □ □適　□不適 □適　□不適
（形式）

□ □ □基礎の形式 □

指摘事項

（注）

１．※の付されている欄は、施工管理責任者がが記入してください。

2．検査方法の凡例： Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

□指摘事項はありません □指摘事項を確認する検査員氏名 検査結果

関連図書
確認時期

確認内容
変更
等の
内容

検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※

検査方法
判定結果（適・不適）及び指摘事項の記

録

審査員の施工状況確認欄
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第６－２号様式（第14条、第21条関係）

ＦＡＸ送信先：一般財団法人長野県建築住宅センター

ＦＡＸ番号　：　０２６－２１９－２３１５ Eメール： nj-honsho@n-jutaku.or.jp

（第一面）

住所　

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

土台・枠組 □無 □ □ □土台の品質 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □土台の継手 □ □

　金物位置

□ □ □枠組材の寸法・形式 □ □ □

□ □枠組み材の品質 □ □

□ □ □枠組材の間隔 □ □ □

□ □ □ □アンカーボルトの □ □

　品質

□ □ □ □アンカーボルトの □ □ □

　埋込み長さ

□ □ □ □アンカーボルトの □ □ □

　位置

耐力壁 □無 【面材による場合】 □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □面材耐力壁の位置・ □ □ □

　長さ

□ □ □ □面材の種類・厚さ □ □ □

□ □ □ □面材の高さ □ □ □

□ □ □ □釘の種類・間隔・ □ □ □

□ □ □ □面材の止付け状態 □ □

□無 【筋かい併用による場合】 □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □耐力壁の位置 □ □ □

□ □ □ □耐力壁の長さ □ □ □

□ □ □ □筋かいの種類・断面 □ □ □

□ □ □ □筋かいの架構方向 □ □

□ □ □ □筋かいの止付け状態 □ □

準耐力壁 □無 □ □ □ □準耐力壁の位置・長 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

　さ

□ □ □ □面材の種類・厚さ □ □ □

□ □ □ □面材の高さ □ □ □

□ □ □ □釘の種類・間隔・ □ □ □

　面材の止付け状態

検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

関連図書

工事施工者※

氏名又は名称

電話　　　　（　　　）

施工管理責任者氏名

現場審査の種類※

現場審査日※

現場審査の時期
確認内容

検査方法 判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録

      　　年　　月　　日　　　　　第　　　　　号

□　基礎配筋工事完了時の現場審査　　　　□　躯体工事完了時の現場審査
□　竣工時の現場審査

      　　年　　月　　日

住宅性能証明業務

証明申請者※

家屋の所在地（地名地番）※

申請書受付年月日及び番号※

贈与税非課税措置にかかる住宅性能証明業務

施工状況報告書（耐震）
（　枠組壁工法　）

　　一般財団法人長野県建築住宅センター住宅性能証明業務規程第14条第１項又は第21条第２項に基づき、施工状況報告書を提出
します。施工状況報告書に記載する内容は、事実に相違ありません。



（第二面）

基礎
配筋

躯体
完了

竣工時 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

床組等 □無 □ □ □面材の種類・厚さ □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □釘の種類・間隔 □ □ □

□ □ □面材の留付状態 □ □

屋根面 □無 □ □ □屋根勾配 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □面材の種類・厚さ □ □ □

□ □ □釘の種類・間隔 □ □ □

□ □ □面材の留付状態 □ □

接合部 □無 □ □ □接合金物の品質 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □接合金物の種類 □ □

□ □ □2階外周出隅部 □ □

　の留付状態

□ □ □2階外周一般部 □ □

　の留付状態

□ □ □1階外周出隅部 □ □

　の留付状態

□ □ □1階外周一般部 □ □

　の留付状態

基礎・１ □無 □ □ □基礎の配置 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

（寸法・

　配筋等） □ □ □根入れ深さ □ □ □

□ □ □ □立ち上がり部分 □ □

　の高さ

□ □ □ □立ち上がり部分 □ □ □

　の厚さ

□ □ □基礎底盤の寸法 □ □ □

□ □ □主筋の径・位置 □ □ □

□ □ □補強筋の径・位置等 □ □ □

□ □ □開口周辺等の補強 □ □ □

免震建築物 □無 □ □ □ □免震層 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □免震材料 □ □

□ □ □上部構造 □ □

□ □ □ □下部構造 □ □

□ □ □落下・挟まれ防止等 □ □

□表示 □

□ □管理に関する計画 □

地盤 □無 □ □ □地盤の種類・支持力 □ □ □適　□不適 □適　□不適

地業 □無 □ □ □地業の状態 □ □ □適　□不適 □適　□不適

基礎・２ □無 □ □ □基礎の構造方法 □ □適　□不適 □適　□不適
（形式）

□ □ □基礎の形式 □

指摘事項

（注）

１．※の付されている欄は、施工管理責任者がが記入してください。

2．検査方法の凡例： Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

関連図書

検査員氏名 検査結果 □指摘事項はありません □指摘事項を確認する

検査項目 現場審査の時期
確認内容

検査方法 判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録



第６－２号様式（第14条、第21条関係）

ＦＡＸ送信先：一般財団法人長野県建築住宅センター

ＦＡＸ番号　：　０２６－２１９－２３１５ Eメール： nj-honsho@n-jutaku.or.jp

（第一面）

住所　

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

地盤 □無 □ □ □支持地盤の種類 □ □ □適　□不適 □適　□不適

　・支持力

直接基礎 □無 □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□該当なし

□ □ □地盤改良状態 □ □

□ □ □ □基礎位置形状、寸法 □ □ □

□ □ □鉄筋の種類 □ □ □

□ □ □ □フーチング位置・ □ □ □

　形状

□ □ □ □かぶり厚さ □ □ □

既成杭 □無 □ □ □工法（ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□該当なし 　　　　　　　　　）

□ □ □杭の種別・規格 □ □

□ □ □杭径・杭長・継ぎ □ □ □

　杭構成

□ □ □継ぎ手の施工状況 □ □

□ □ □配置 □ □ □

□ □ □芯ずれの場合の □ □

　補強方法

□ □ □杭頭レベル □ □

□ □ □杭頭補強筋 □ □

□ □ □ □ﾌｰﾁﾝｸﾞ位置・形状 □ □

場所打ち杭 □無 □ □ □工法（ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□該当なし 　　　　　　　　　）

□ □ □杭径・杭長 □ □ □

□ □ □配置 □ □ □

□ □ □鉄筋の種類 □ □

施工状況報告書（耐震）
（　鉄　骨　造　）

　　一般財団法人長野県建築住宅センター住宅性能証明業務規程第14条第１項又は第21条第２項に基づき、施工状況報告書を提
出します。施工状況報告書に記載する内容は、事実に相違ありません。

申請書受付年月日及び番号※       　　年　　月　　日　　　　　第　　　　　号

検査方法 判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

関連図書
確認時期

確認内容

住宅性能証明業務

現場審査日※       　　年　　月　　日

工事施工者※

氏名又は名称

電話　　　　（　　　）

施工管理責任者氏名

現場審査の種類※
□　基礎配筋工事完了時の現場審査　　　　□　躯体工事完了時の現場審査
□　竣工時の現場審査

証明申請者※

家屋の所在地（地名地番）※



（第二面）

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

場所打ち杭 □ □ □配筋の径・本数・ □ □

□該当なし 　ピッチ

（続き） □ □ □コンクリートの種類 □ □

□ □ □かぶり厚さ □ □

□ □ □杭頭レベル □ □

□ □ □杭頭処理状況 □ □

□ □ □ □ﾌｰﾁﾝｸﾞ位置・形状 □ □ □

構造躯体 □無 □ □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適

地中梁基礎
□ □ □地中梁・フーチング □ □

　の位置

□ □ □鉄筋の種類 □ □

□ □ □鉄筋の径･本数･ピッチ □ □

□ □ □継手の方法・定着 □ □

□ □ □ □ガス圧接引張 □ □
　強度試験

□ □ □ □コンクリートの種類 □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □

□ □ □ □貫通口・開口部補強 □ □

構造躯体 □無 □ □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適

小梁基礎
□ □ □小梁位置 □ □

□ □ □鉄筋の種類 □ □

□ □ □鉄筋の径･本数･ピッチ □ □

□ □ □継手の方法・定着 □ □

□ □ □ □ □コンクリートの種類 □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □

□ □ □ □貫通口・開口部補強 □ □

躯体 □無 □ □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適
土間コン

　クリート □ □ □ □地盤地業の状態 □ □

□ □ □ □鉄筋の種類 □ □ □

□ □ □ □鉄筋の径･本数･ピッチ □ □ □

□ □ □ □継手の方法・定着 □ □ □

□ □ □ □ □コンクリートの種類 □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □ □

構造躯体 □無 □ □ □ □鋼材の種類・品質 □ □ □適　□不適 □適　□不適

共通

□ □ □ □鉄骨建込精度 □

□ □ □ □スリーブ補強 □

□ □ □ □ミルシートの確認 □

検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

関連図書
確認時期

確認内容
検査方法 判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録



（第三面）

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

柱脚部 □無 □ □ □アンカーボルト､材料 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適
　、品質、形状、寸法

□ □ □位置・長さ □ □ □

柱部 □無 □ □ □ □形状・寸法 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □位置 □ □ □

壁部 □無 □ □ □ □形状・寸法 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □位置 □ □ □

梁部 □無 □ □ □ □形状・寸法 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □位置 □ □ □

床 □無 □ □ □ □形状・寸法 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □位置 □ □ □

□無 □ □ □ □形状・寸法 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □位置 □ □ □

□無 □ □ □ □形状・寸法 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □位置 □ □ □

□無 □ □ □ □種別、品質、径,本数 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □締め付け状態 □ □

□無 □ □ □ □構造形式 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □種別、品質、径,本数 □ □ □

□ □ □ □溶接方法、管理方法 □ □

□無 □ □ □ □溶接方法、管理方法 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □溶接接合部の品質 □ □

□無 □ □ □ □溶接方法、管理方法 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □溶接接合部の品質 □ □

免震建築物 □無 □ □ □ □ □免震層 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□該当なし □ □ □ □ □免震材料 □ □ □

□ □ □ □上部構造 □ □ □

□ □ □ □ □下部構造 □ □ □

□ □ □ □落下・挟まれ □ □ □

　防止等

□ □表示 □

□ □ □管理に関する計画 □

指摘事項

（注）

１．※の付されている欄は、施工管理責任者がが記入してください。

2．検査方法の凡例： Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

工場溶接部

検査員氏名 検査結果 □指摘事項はありません □指摘事項を確認する

床、スラブ

接合部

現場溶接部

ボルト

接合部

ブレース部

検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※

階段部

審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

関連図書
確認時期

確認内容
検査方法 判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録



第６－２号様式（第14条、第21条関係）

ＦＡＸ送信先：一般財団法人長野県建築住宅センター

ＦＡＸ番号　：　０２６－２１９－２３１５ Eメール： nj-honsho@n-jutaku.or.jp

（第一面）

住所　

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

□無 □ □支持地盤の種類 □ □ □適　□不適 □適　□不適
                ・支持力

□無 □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適
□該当なし

□ □ □地盤改良状態 □ □

□ □ □ □基礎位置形状、寸法 □ □ □

□ □ □鉄筋の種類 □ □ □

□ □ □ □フーチング位置・ □ □ □
　形状・寸法

□ □ □ □かぶり厚さ □ □ □
□無 □ □ □工法（ □ □ □適　□不適 □適　□不適

　　　　　　　　　）
□該当なし □ □ □杭の種別・規格 □ □

□ □ □杭径・杭長 □ □ □
　　　　・継ぎ杭構成

□ □ □継手の施工状況 □ □

□ □ □配置 □ □ □

□ □ □芯ずれの場合の □ □
　　　　　補強方法

□ □ □杭頭レベル □ □

□ □ □杭頭補強筋 □ □

□ □ □ □ﾌｰﾁﾝｸﾞ位置・形状 □ □ □
□無 □ □ □工法（ □ □ □適　□不適 □適　□不適

場所打ち杭 　　　　　　　　　）
□該当なし □ □ □杭径・杭長 □ □ □

□ □ □配置 □ □ □

□ □ □鉄筋の種類 □ □

□ □ □配筋の径・本数 □ □
　　　　　　・ピッチ

施工状況報告書（耐震）
（　鉄筋コンクリート造等　）

　　一般財団法人長野県建築住宅センター住宅性能証明業務規程第14条第１項又は第21条第２項に基づき、施工状況報告書を提
出します。施工状況報告書に記載する内容は、事実に相違ありません。

直接基礎

支　持　杭
既　製　杭

支　持　杭

地       盤

検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

申請書受付年月日及び番号※       　　年　　月　　日　　　　　第　　　　　号

関連図書
確認時期

確認内容
検査方法 判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録

住宅性能証明業務

現場審査日※       　　年　　月　　日

工事施工者※

氏名又は名称

電話　　　　（　　　）

施工管理責任者氏名

現場審査の種類※
□　基礎配筋工事完了時の現場審査　　　　□　躯体工事完了時の現場審査
□　竣工時の現場審査

証明申請者※

家屋の所在地（地名地番）※



（第二面）

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

支　持　杭 □ □ □コンクリートの種類 □ □
場所打ち杭
□該当なし □ □ □かぶり厚さ □ □

（続き）
□ □ □杭頭レベル □ □

□ □ □杭頭処理状況 □ □

□ □ □ﾌｰﾁﾝｸﾞ位置・形状 □ □ □
□無 □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □地中梁・フーチング □ □ □
　位置

□ □ □鉄筋の種類 □ □ □

□ □ □配筋の径・本数 □ □ □
　　　　　　　　・ピッチ

□ □ □継手の方法・定着 □ □ □

□ □ □ □ガス圧接引張強度試験□ □

□ □ □ □コンクリートの種類 □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □ □

□ □ □ □貫通口・開口部補強 □ □
□無 □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □小梁位置 □ □

□ □ □鉄筋の種類 □ □ □

□ □ □鉄筋の径･本数･ □ □ □
　ﾋﾟｯﾁ

□ □ □継手の方法・定着 □ □ □

□ □ □ □コンクリートの種類 □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □ □

□ □ □ □貫通口・開口部補強 □ □
□無 □ □ □ □床付面の確認 □ □ □適　□不適 □適　□不適

土間コン
　クリート □ □ □ □地盤地業の状態 □ □

□ □ □ □鉄筋の種類 □ □ □

□ □ □ □鉄筋の径･本数･ □ □ □
　ﾋﾟｯﾁ

□ □ □ □継手の方法・定着 □ □ □

□ □ □ □ □コンクリートの種類 □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □ □
□無 □ □ □ □位置・寸法 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □ボリューム（W×H） □ □

□ □ □ □配筋（径,本数,配置） □ □

□ □ □ □定着（継手,フック） □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □

地　中　梁

躯　　　体

躯　　　体
柱

構造躯体
小梁基礎

検査方法 判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録

構 造 躯 体

基　　　　礎

検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

関連図書
確認時期

確認内容



（第三面）

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

□無 □ □ □ □位置・寸法 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □ボリューム（W×H） □ □

□ □ □ □配筋（径,本数,配置） □ □

□ □ □ □定着（継手,フック） □ □

□ □ □ □貫通口・開口部補強 □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □

□無 □ □ □ □厚み □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □配筋（径,本数,配置） □ □

□ □ □ □定着（継手,フック） □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □

□ □ □ □貫通口・開口部補強 □ □

□無 □ □ □ □厚み □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □配筋（径,本数,配置） □ □

□ □ □ □定着（継手,フック） □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □

□ □ □ □貫通口・開口部補強 □ □

□無 □ □ □ □位置・寸法 □ □ □適　□不適 □適　□不適

□ □ □ □配筋（径,本数,配置） □ □

□ □ □ □定着（継手,フック） □ □

□ □ □ □かぶり厚さ □ □

免震建築物□無 □ □ □ □ □免震層 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適

□該当なし □ □ □ □ □免震材料 □ □ □

□ □ □ □上部構造 □ □ □

□ □ □ □ □下部構造 □ □ □

□ □ □ □落下・挟まれ防止等 □ □ □

□ □表示 □

□ □ □管理に関する計画 □

指摘事項

（注）

１．※の付されている欄は、施工管理責任者がが記入してください。

2．検査方法の凡例： Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

壁

躯　　　体

階段

判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録

検査員氏名 検査結果 □指摘事項はありません □指摘事項を確認する

検査項目

梁

躯　　　体

スラブ

躯　　　体

躯　　　体

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

関連図書
確認時期

確認内容
検査方法



第６－２号様式（第14条、第21条関係）

ＦＡＸ送信先：一般財団法人長野県建築住宅センター

ＦＡＸ番号　：　０２６－２１９－２３１５ Eメール： nj-honsho@n-jutaku.or.jp

住所　

基礎
配筋

躯体
完了

竣工 Ａ Ｂ Ｃ ［一次］ ［二次］

□無

基礎・１ □無 □ □ □基礎の配置 □ □ □ □適　□不適 □適　□不適
（寸法・
　配筋等） □ □ □根入れ深さ □ □ □

□ □ □立ち上がり部分 □ □
　の高さ

□ □ □ □立ち上がり部分 □ □ □
　の厚さ

□ □ □基礎底盤の寸法 □ □ □

□ □ □主筋の径・位置 □ □ □

□ □ □補強筋の径・位置等 □ □ □

□ □ □開口周辺等の補強 □ □ □

地盤 □無 □ □ □地盤の種類・支持力 □ □ □適　□不適 □適　□不適

地業 □無 □ □ □地業の状態 □ □ □適　□不適 □適　□不適

基礎・２ □無 □ □ □基礎の構造方法 □ □適　□不適 □適　□不適
（形式）

□ □ □基礎の形式 □

指摘事項

（注）

１．※の付されている欄は、施工管理責任者がが記入してください。

2．検査方法の凡例： Ａ：実物の目視　Ｂ：実物の計測　Ｃ：施工関連図書の確認

判定結果（適・不適）及び指摘事項の記録

構造躯体
（認証）

　P▯▯-▯▯-010-▯-▯▯-▯-▯-▯▯▯▯▯-▯▯

検査項目

工事施行者の施工状況報告欄　※ 審査員の施工状況確認欄

変更
等の
内容

確認内容

検査員氏名 検査結果 □指摘事項はありません □指摘事項を確認する

・耐震等級

関連図書
検査方法

　P▯▯-▯▯-020-▯-▯▯-▯-▯-▯▯▯▯▯-▯▯

確認時期

□工事監理報告書
型式住宅部分等製造者等認証番号
・耐震等級

家屋の所在地（地名地番）※

申請書受付年月日及び番号※       　　年　　月　　日　　　　　第　　　　　号

住宅性能証明業務

現場審査日※       　　年　　月　　日

工事施工者※

氏名又は名称

電話　　　　（　　　）

施工管理責任者氏名

現場審査の種類※

施工状況報告書（耐震）
（　型式住宅　）

　　一般財団法人長野県建築住宅センター住宅性能証明業務規程第14条第１項又は第21条第２項に基づき、施工状況報告書を提出
します。施工状況報告書に記載する内容は、事実に相違ありません。

□　基礎配筋工事完了時の現場審査　　　　□　躯体工事完了時の現場審査
□　竣工時の現場審査

証明申請者※

12


